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はじめにはじめにはじめにはじめに

このドキュメントではMicrosoft Windows NTおよびWindows 95/98上で実行する Oracle
コール・インタフェース（OCI）に関する概要を示します。

� 前提条件

� 対象読者

� このドキュメントの構成

� 表記規則

� ドキュメント・ライブラリ

� 関連ドキュメント
v



前提条件前提条件前提条件前提条件
このドキュメントは、読者が次の技術に精通していることを前提にしています。

� Cプログラムのコンパイルおよびリンクの方法

� 使用しているMicrosoft Windowsオペレーティング・システム

対象読者対象読者対象読者対象読者
このドキュメントはMicrosoft Windows NTおよびWindows 95/98のオペレーティング・
システム上で Oracleコール・インタフェースを使用する場合に必要です。

このドキュメントの構成このドキュメントの構成このドキュメントの構成このドキュメントの構成
このドキュメントは、次のように構成されています。

第第第第 1章「章「章「章「Oracleコール・インタフェースの概要コール・インタフェースの概要コール・インタフェースの概要コール・インタフェースの概要」」」」
OCIで作業を始める助けとなる概説情報を提供します。

第第第第 2章「章「章「章「OCIアプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成」」」」
OCIを使用した Oracleデータベース・アプリケーションの作成方法の概要を示します。

表記規則表記規則表記規則表記規則
このドキュメントで使用される表記規則は、次のとおりです。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味

大文字 SQL> ALTER DATABASE コマンド名、SQL予約語、キーワードを示しま
す。

イタリック 変数を示すために使用

filename

入力が必要な値を示します。たとえば、コマン
ドで filenameを入力するように要求された場合、
ファイルの実際の名前を入力します。

大カッコ [ ] x:¥[pathname]¥oracle¥home_name オプション項目を示します。たとえば、OFA準
拠の Oracleホーム・ディレクトリを作成する場
合、¥oracleパス名の前にパス名をオプションと
して指定できます。

大カッコはファンクション・キーも表します。
たとえば [Enter]です。
vi



C:¥> C:¥ORACLE> Windowsプラットフォームの現行のハード・
ディスク・ドライブのコマンド・プロンプトを
示します。プロンプトは異なることがあり、現
在作業しているサブディレクトリが反映される
こともあります。このドキュメントでは
"MS-DOSコマンド・プロンプト "として参照さ
れます。

ディレクトリ名の前の
円記号（¥）

¥bin ディレクトリが、ルート・ディレクトリのサブ
ディレクトリであることを示す。

oracle_homeおよび
oracle_base

oracle_base¥oracle_home¥binディレクトリ
に移動します。

この Optimal Flexible Architecture（OFA）に準
拠したリリースでは、すべてのサブディレクト
リは最上位の oracle_homeディレクトリの下には
ありません。新しい最上位ディレクトリの名前
は oracle_baseで、このディレクトリのデフォル
トは c:¥oracleです。Oracleホーム・ディレクト
リは oracle_baseの下にあります。

Oracle8i リリース 8.1.6を他の Oracleソフトウェ
アがインストールされていないコンピュータに
インストールする場合、最初の Oracleホーム・
ディレクトリのデフォルト設定は
c:¥oracle¥ora81です。Oracle Universal Installer
を再度実行してリリース 8.2.xをインストールす
る場合、2番目の Oracleホーム・ディレクトリ
は ¥ora82です。

このドキュメントで例として使用されている
ディレクトリ・パスは、すべて OFAに準拠して
います。OFAの詳細は『Oracle8i for Windows 
NT 管理者ガイド』を参照してください。

HOME_NAME OracleHOME_NAMETNSListener Oracleホーム名を示します。ホーム名は英数字
16文字までです。ホーム名で使用できる特殊文
字は、アンダースコアのみです。

HOMEID HOME0、HOME1、HOME2 製品をインストールする各 Oracleホーム・ディ
レクトリの一意なレジストリ・サブキーを示し
ます。あるコンピュータ上の異なる Oracleホー
ム・ディレクトリに製品をインストールするた
びに、新しい HOMEIDが作成されて番号が増加
します。各 HOMEIDには、インストールされた
Oracle製品固有の構成パラメータが含まれます。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味
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ドキュメント・ライブラリドキュメント・ライブラリドキュメント・ライブラリドキュメント・ライブラリ
このドキュメントは Oracleドキュメント・ライブラリの 1つです。Oracleドキュメント・
ライブラリは、次の 2種類のドキュメントで構成されています。

 

記号 ピリオド .

カンマ ,

ハイフン -

セミコロン ;

コロン :

等号 =

円記号 ¥

一重引用符 '

二重引用符  "

丸カッコ ()

コマンドの中の大カッコと垂直バー以外の記号
は、表記されているとおりに入力する必要があ
ります。

ドキュメントの種類ドキュメントの種類ドキュメントの種類ドキュメントの種類 説明説明説明説明

オペレーティング・システム固有 Windows NTまたはWindows 95/98環境での Oracle製品のインストール、
構成および使用方法。オペレーティング・システム固有のドキュメントは、
共通ドキュメント・セットを参照することがあります。これらのドキュメン
トのタイトルには、固有のオペレーティング・システム名が必ず含まれてい
るので、簡単に識別できます。

共通 すべてのオペレーティング・システム・プラットフォームに共通する Oracle
データベース、Oracleネットワークおよびアプリケーション・プログラミン
グ・インタフェース情報を説明。ドキュメント・セットの大部分のドキュメ
ントは、このカテゴリに分類されます。 この共通ドキュメント・セットを読
んでいくと、Windows NTまたはWindows 95/98のオペレーティング・シ
ステムに固有の処理について、プラットフォームまたはオペレーティング・
システム用のドキュメントを参照するように求められる場合があります。

共通ドキュメントの参照先が、使用するオペレーティング・システムのド
キュメントのどこにあるかを簡単に特定するには、このドキュメントの索引
で次の項目を探してください。

共通ドキュメントの参照先

このドキュメントで説明している共通ドキュメントの参照先がすべて、この
索引項目の下に示されます。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味
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関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は次のドキュメントを参照してください。

� 『Oracle8i for Windows NT インストレーション・ガイド』

� 『Oracle8i for Windows NT リリース・ノート』

� 『Oracle8i for Windows NT 管理者ガイド』

� 『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』

� 『Net8 管理者ガイド』

� 『Oracle8i Parallel Server 概要』

� 『Oracle Parallel Server for Windows NT 管理者ガイド』

� 『Oracle8i リファレンス・マニュアル』

� 『Oracle8i エラー・メッセージ』

� 『Oracle8i コール・インタフェース・プログラマーズ・ガイド』 
ix
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Oracleコール・インタフェースの
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Oracleコール・インタフェースの概要コール・インタフェースの概要コール・インタフェースの概要コール・インタフェースの概要

この章では、Oracle Call Interface（OCI）for Windowsで作業を始めるための予備的な情報
を提供します。次の項目について説明します。

� Oracle Call Interfaceの概要

� OCIパッケージの内容

� Oracleのディレクトリ構造

� サンプル・プログラム

参照参照参照参照 :  新機能および関数の説明を含めた OCIの詳細は、『Oracle8i コー
ル・インタフェース・プログラマーズ・ガイド』を参照してください。
概要 1-1



Oracle Call Interfaceの概要
Oracle Call Interfaceの概要の概要の概要の概要
Oracle Call Interface（OCI）は、C言語で作成されたアプリケーションが 1つ以上の Oracle 
Serverと対話できるようにするためのアプリケーション・プログラミング・インタフェース
（API）です。OCIを使用すると、ユーザー・プログラムは、SQL文の処理やオブジェクト
の操作など、Oracle8iデータベースで実行可能なすべてのデータベース操作を実行できるよ
うになります。

リリースリリースリリースリリース 8.1の新機能の新機能の新機能の新機能
OCIでは、Oracle8iデータベースでオブジェクトを処理する OCIの機能が拡張され、多くの
新機能が組み込まれるとともにパフォーマンスが向上しています。オブジェクト機能を使用
するには、Oracle8i Enterprise Editionをインストールしておく必要があります。

Windowsプラットフォームの OCIでは、OCIの以前のリリース（7.xおよび 8.x）で作成さ
れたアプリケーションのサポートも組み込まれています。現在、ライブラリ名 oci.libからは
バージョン番号が取り除かれています。

OCIリリースリリースリリースリリース 7.xの関数の関数の関数の関数
リリース 7.xで使用可能な OCI関数は依然として使用できますが、Oracle8i の新機能を十分
に活用できません。既存のアプリケーションでも、パフォーマンスの向上と機能の拡張を図
るために新しいコールを使用することをお薦めします。

Windows NTまたはWindows 95/98で実行されるWin32アプリケーションの場合、サポー
トされ続けるためには、新しいリリース 8.x OCIコールに移行する必要があるということで
す。リリース 8.xでは、OCIコールの含まれるライブラリと DLLの名前はそれぞれ oci.lib
と oci.dllです。リリース 7.xでは ociw32.libと ociw32.dllという名前でした。将来
ociw32.libと ociw32.dllはサポートやリリースがなくなるため、新しいコールへの移行は避
けられません。

OCIパッケージの内容パッケージの内容パッケージの内容パッケージの内容
Oracle Call Interface for Windowsのパッケージには次のものが含まれています。

� Oracle Call Interface

� Required Support Files（RSF）

� Oracle Universal Installer

� OCIアプリケーションをコンパイルするためのヘッダー・ファイル

� OCIアプリケーションをリンクするためのライブラリ・ファイル

� OCIアプリケーションの作成方法を示すサンプル・プログラム
1-2 Oracle コール・インタフェース for Windows スタート・ガイド



サンプル・プログラム
OCI for Windowsパッケージには、Windows NTおよびWindows 95/98で OCIプログラム
をリンクする際に必要なその他のライブラリも組み込まれています。

Oracleのディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造
Oracle Call Interface for Windowsのインストール時に、Oracle Universal Installerによっ
て、使用しているコンピュータのハード・ディスク・ドライブに oracle_base¥oracle_home
ディレクトリが作成されます。デフォルトの Oracleホーム・ディレクトリは、
c:¥oracle¥ora81です。

oracle_base¥oracle_homeディレクトリには、OCIファイルが入っている他、OCIアプリケー
ションのリンクおよび実行や、Oracle Formsなどその他のWindows NT用の Oracle製品と
のリンクに必要なライブラリ・ファイルが入っています。

oracle_base¥oracle_homeディレクトリには、OCIに関連した次のサブディレクトリがありま
す。

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム
OCIのインストール時に、一連のサンプル・プログラムと関連するプロジェクト・ファイル
が oracle_base¥oracle_home¥oci¥samplesサブディレクトリにコピーされます。OCIが正しく
インストールされたことを検証し、OCIアプリケーションの開発手順に慣れるために、これ
らのサンプル・プログラムを作成し実行することをお薦めします。

サンプル・プログラムを作成するには、MS-DOSコマンド・プロンプトでバッチ・ファイル
（make.bat）を実行します。たとえば、cdemo1.cサンプルを作成するには、次のコマンドを
入力します。

C:> make cdemo1

Borlandのコンパイラを使用する場合は、次のコマンドを入力します。

ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名 内容内容内容内容

¥bin 実行可能ファイルおよびヘルプ・ファイル

¥oci Windowsファイル用の Oracle Call Interfaceディレ
クトリ

¥oci¥include ocidfn.hおよび ociapr.hなどのヘッダー・ファイル

¥oci¥lib¥msvc、¥oci¥lib¥bc OCIアプリケーションにリンクする、Borlandおよび
Microsoft用のライブラリ・ファイル

¥oci¥samples サンプル・プログラム

¥precomp¥admin¥ottcfg.cfg Object Type Translatorユーティリティおよびデフォ
ルトの構成ファイル
Oracleコール・インタフェースの概要 1-3



サンプル・プログラム
C:> bcmake cdemo1

サンプル・プログラムは、使い終わったら削除しても構いません。

Windowsプラットフォーム固有の OCIサンプル・アプリケーションが 1つ含まれていま
す。Windowsプラットフォームでは cdemomt.cも含まれており、Oracle8のスレッド・
セーフティ機能である OCIマルチスレッドのデモを行います。このサンプル・プログラムに
は、デフォルト・データベース内の EMP表が必要です。このプログラムからは、同じ ID番
号を持つ異なる従業員名を挿入しようとする 2つの同時スレッドが作成されます。これは、
スレッド同期のデモを示します。

ociucb.cは、ociucb.batを使用してコンパイルする必要があります。このバッチ・ファイル
によって DLLが作成され、oracle_base¥oracle_home¥binディレクトリに置かれます。ユー
ザー・コールバック関数をロードするには、環境変数またはレジストリ変数 ORA_OCI_
UCBPKG=OCIUCBを設定します。

参照参照参照参照 : マルチスレッドの詳細は、『Oracle8i コール・インタフェース・プ
ログラマーズ・ガイド』を参照してください。
1-4 Oracle コール・インタフェース for Windows スタート・ガイド



OCIアプリケーションの
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OCIアプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成

この章では、OCIを使用した Oracleデータベース・アプリケーションの作成方法の概要を
説明します。 次の項目について説明します。

� OCIアプリケーションの作成

� OCIアプリケーションのコンパイル

� OCIアプリケーションのリンク

� XA動的登録

� Oracle XAライブラリ

� Object Type Translatorと INTYPE File Assistantの使用方法

参照参照参照参照 : OCIアプリケーションの作成の詳細は、『Oracle8i コール・インタ
フェース・プログラマーズ・ガイド』を参照してください。
作成 2-1



OCIアプリケーションの作成
OCIアプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成
OCIアプリケーションの一般的な目的は、Oracle Serverに接続し、ある種のデータ交換を
行って、必要なデータ処理を実行することです。作業の細かい手順はアプリケーションに
よって多少異なりますが、どのような OCIアプリケーションにも必要な手順がいくつかあり
ます。

OCIで使用される基本プログラミング構造は次のとおりです。

1. OCIプログラミング環境およびプロセスを初期設定します。

2. 必要なハンドルを割り当て、サーバー接続とユーザー・セッションを確立します。

3. サーバーに SQL文を発行し、必要なアプリケーション・データ処理を実行します。

4. 再使用しない文およびハンドルを解放するか、作成した文を再実行するか、または新し
い文を作成します。

5. ユーザー・セッションとサーバー接続を終了します。

OCIアプリケーションのコンパイルアプリケーションのコンパイルアプリケーションのコンパイルアプリケーションのコンパイル
OCIアプリケーションをコンパイルするときは、適切な OCIヘッダー・ファイルをインク
ルードする必要があります。 ヘッダー・ファイルは、¥oracle_base¥oracle_home¥oci¥include
ディレクトリにあります。

たとえば、Microsoft Visual C++ 6.0を使用する場合、「ツール」メニューの「オプション」
ダイアログの「ディレクトリ」タブで適切なパスを入力する必要があります。図 2-1「「オプ
ション」ダイアログの「ディレクトリ」タブ」を参照してください。

注意注意注意注意 : 『Oracle8i コール・インタフェース・プログラマーズ・ガイド』で
説明されている共有データ・モードでの OCI環境の初期化は、このリリー
スではサポートされません。今後のリリースで使用可能になります。
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OCIアプリケーションのリンク
図図図図 2-1  「オプション」ダイアログの「ディレクトリ」タブ「オプション」ダイアログの「ディレクトリ」タブ「オプション」ダイアログの「ディレクトリ」タブ「オプション」ダイアログの「ディレクトリ」タブ

OCIアプリケーションのリンクアプリケーションのリンクアプリケーションのリンクアプリケーションのリンク
OCIコールは、Oracle提供のダイナミック・リンク・ライブラリ（DLL）の中にインプリメ
ントされています。 DLLは Required Support Files（RSF）の一部で、oracle_base¥oracle_
home¥binディレクトリに収められています。

Oracle DLLを使用して OCIコールを作成するには、アプリケーションを oci.libとリンクす
る必要があります。

特別なリンク・オプションを指定する必要はありません。

oci.lib
oci.libは、Oracleに対する単一プログラム・インタフェースです。ライブラリ名からはバー
ジョン番号が取り除かれています。

参照参照参照参照 : アプリケーションのコンパイルとコンパイル・オプション固有の
情報は、コンパイラのドキュメントを参照してください。

注意注意注意注意 : Microsoftの場合はmsvcrt.lib、Borlandの場合は bidsft.libなど、
他のライブラリが必要な場合もあります。必要なライブラリは使用してい
るコンパイラによって異なります。
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OCIアプリケーションの実行
LoadLibrary()使用時のクライアント使用時のクライアント使用時のクライアント使用時のクライアント DLLのロードのロードのロードのロード
LoadLibraryにより、次のディレクトリが記載されている順序で検索されます。

� ロードされるアプリケーションのあるディレクトリ

� 現行ディレクトリ

� Windows NTの場合

� 32ビットWindowsシステム・ディレクトリ（system32）。このディレクトリのパス
を取得するには、GetWindowsDirectory関数を使用します。

� 16ビットWindowsディレクトリ（system）。このディレクトリのパスを取得するた
めのWin32関数はありませんが、検索が行われます。

� Windows 95/98の場合

� Windowsディレクトリ。このディレクトリのパスを取得するには、
GetWindowsDirectory関数を使用します。

� PATH環境変数にリストされているディレクトリ

OCIアプリケーションの実行アプリケーションの実行アプリケーションの実行アプリケーションの実行
OCIアプリケーションを実行するには、すべての対応する RSFが、OCIアプリケーション
を実行するマシンにインストールされていることを確認してください。

Oracle XAライブラリライブラリライブラリライブラリ
Oracle8データベースが次のトランザクション処理（TP）モニターとやりとりできるように
するには、通常、XAアプリケーション・プログラム・インタフェース（API）を使用しま
す。

� BEA Tuxedo

� IBM Transarc Encina

� IBM CICS

クライアント・プログラムで TPモニターの文を使用することもできます。XA APIの使用
は OCIからサポートされます。
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Oracle XAライブラリ
Oracle XAライブラリは、Oracle8i Enterprise Editionの一部として自動的にインストールさ
れます。Oracleホーム・ディレクトリに、次のコンポーネントが作成されます。

 

OCIプログラムのプログラムのプログラムのプログラムの Oracle XAライブラリとのコンパイルおよびリンクライブラリとのコンパイルおよびリンクライブラリとのコンパイルおよびリンクライブラリとのコンパイルおよびリンク
OCIプログラムをコンパイルおよびリンクする手順は、次のとおりです。プログラムをコンパイルおよびリンクする手順は、次のとおりです。プログラムをコンパイルおよびリンクする手順は、次のとおりです。プログラムをコンパイルおよびリンクする手順は、次のとおりです。

1. oracle_base¥oracle_home¥rdbms¥xaがパスに含まれていることを確認し、Microsoft 
Visual C++または Borland Cを使用して program.cをコンパイルします。

2. program.objと次のライブラリをリンクします。

3. program.exeを実行します。

XA動的登録動的登録動的登録動的登録
Oracle8i データベースは、XA動的登録の使用をサポートしています。XA動的登録により、
XA対応 TPモニターとのインタフェースを持つアプリケーションのパフォーマンスが向上
します。 Windows NTの Oracleデータベースで TPモニターが XA動的登録を使用するに
は、環境変数またはレジストリ変数のどちらかを、TPモニターが実行されているWindows 
NTコンピュータに追加する必要があります。手順は、次の項のいずれかを参照してくださ
い。

� 現行セッションの環境変数の追加

� すべてのセッションに対するレジストリ変数の追加

現行セッションの環境変数の追加現行セッションの環境変数の追加現行セッションの環境変数の追加現行セッションの環境変数の追加
コマンド・プロンプトで環境変数を追加すると、現行のMS-DOSセッションにのみ影響が
あります。 

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 位置位置位置位置

oraxa8.lib oracle_base¥oracle_home¥rdbms¥xa

xa.h oracle_base¥oracle_home¥rdbms¥xa

ライブラリライブラリライブラリライブラリ 位置位置位置位置

oraxa8.lib oracle_base¥oracle_home¥rdbms¥xa

oci.lib oracle_base¥oracle_home¥oci¥lib¥msvc

または

oracle_base¥oracle_home¥oci¥lib¥borland
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Oracle XAライブラリ
環境変数を追加する手順は、次のとおりです。

TPモニターがインストールされているコンピュータから、MS-DOSコマンド・プロンプト
で次の行を入力します。

C:¥> set ORA_XA_REG_DLL = vendor.dll

vendor.dllは、ベンダーから提供された TPモニターの DLLです。

すべてのセッションに対するレジストリ変数の追加すべてのセッションに対するレジストリ変数の追加すべてのセッションに対するレジストリ変数の追加すべてのセッションに対するレジストリ変数の追加
レジストリ変数を追加すると、使用しているWindows NTコンピュータのすべてのセッ
ションに影響します。TPモニターが 1つだけ実行中のコンピュータでは、この方法が便利
です。 

レジストリ変数を追加する手順は、次のとおりです。

1. TPモニターがインストールされているコンピュータに移動します。

2. Windows NTの場合、MS-DOSコマンド・プロンプトで次のコマンドを入力します。

C:¥> regedt32

Windows 95/98の場合、次のコマンドを入力します。

C:¥> regedit

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

3. HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLEに移動します。 

4. 「編集」メニューから「値の追加」を選択します。 「値の追加」ダイアログ・ボックスが
表示されます。

5. 「値の名前」テキスト・ボックスに ORA_XA_REG_DLLと入力します。

6. 「データの種類」リスト・ボックスから「REG_EXPAND_SZ」を選択します。

7. 「OK」をクリックします。「文字列エディタ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

8. 「文字列」フィールドに vendor.dllと入力します。vendor.dllは、ベンダーから提供され
た TPモニターです。

9. 「OK」をクリックします。レジストリ エディタによってパラメータが追加されます。 

10.「レジストリ」メニューから「レジストリ エディタの終了」を選択します。

レジストリ エディタが終了します。
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Object Type Translatorと INTYPE File Assistantの使用方法
XAおよびおよびおよびおよび TPモニターの情報モニターの情報モニターの情報モニターの情報
XAおよび TPモニターについては、次の一般的な情報を参照してください。

� 『Transaction Processing XPG4 X/Open CAE Specification XO/CAE/91/300』また
は『C193 2/92』

� X/Open Company, Ltd., 1010 El Camino Real, Suite 380, Menlo Park, CA 94025, 
U.S.A.

� 使用している TPモニター固有のドキュメント

Object Type Translatorとととと INTYPE File Assistantの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
Object Type Translator（OTT）は、Oracle8データベースで作成されて格納されている抽象
データ型の Cの構造体表現を作成するために使用します。

オブジェクトを利用するためには、データベースに対して OTTを実行します。Cの構造体
を含むヘッダー・ファイルが生成されます。たとえば、データベースで PERSON型が作成
されている場合、PERSONの属性に相当する要素を持つ C構造体が OTTにより生成されま
す。さらに、C構造体のインスタンスに対して NULL情報を表す NULL標識が作成されま
す。

INTYPEファイルは、変換対象となるオブジェクト型を OTTに示します。また、生成され
る構造体の命名も、INTYPEファイルにより制御されます。INTYPE File Assistantは、開発
者が INTYPEファイルを作成するのを補助するウィザードです。

INTYPEファイル内の CASE=LOWERなどの CASE指定は、INTYPEファイル内の TYPE文
や TRANSLATE文で特別にリストされていない C識別子だけに適用されることに注意して
ください。INTYPEファイルでは、TYPE Personや Type PeRsOnのように、大文字と小文
字を適切に区別して指定することが重要です。

INTYPE File Assistantが INTYPEファイルに生成する型名の大文字と小文字は、データベー
ス内のものと同じです。デフォルトでは、データベース内の型はすべて大文字で作成されま
す。

大文字と小文字の区別をするには、データベースで型を作成する際に二重引用符を使いま
す。たとえば、次のように指定します。

CREATE TYPE "PeRsOn" AS OBJECT...

オブジェクト型の依存性は、Oracle INTYPE File Assistantではチェックされません。
INTYPEファイルに含めるためにオブジェクト型を追加する際、依存関係を持つ他のオブ
ジェクト型が INTYPE File Assistantによって追加されることはありません。

参照参照参照参照 : Oracle XAライブラリおよび XA動的登録の使用の詳細は、
『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド 基礎編』を参照してください。
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Object Type Translatorと INTYPE File Assistantの使用方法
INTYPE File Assistantでは、オブジェクト型や属性に ASCII以外の文字が含まれている場合
は、明示的に変換する必要があります。これらのオブジェクト型や属性は、変換結果が入力
されるフィールドに、事前に定義されたタグ識別子が入って示されます。ユーザーは、該当
するオブジェクト型や属性を Cの識別子に変換したもので、このタグを上書きする必要があ
ります。必要な変換がすべて入力されるまで、INTYPE File Assistantは INTYPEファイルを
作成しません。

Windows NTでは、OTTはコマンド行から起動できます。また、コマンド行から構成ファ
イルに名前を付けることもできます。 Windows NTの場合、構成ファイルは ottcfg.cfgで、
oracle_base¥oracle_home¥precomp¥adminにあります。

その他のドキュメントその他のドキュメントその他のドキュメントその他のドキュメント : OTTと INTYPEファイルの詳細は、『Oracle8i 
コール・インタフェース・プログラマーズ・ガイド』を参照してくださ
い。また、OTTのオンライン・ヘルプも参照してください。
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